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や 回 外 を コ ン ト ロ ー ル す る こ と が 知 ら れ て い る
(Neumann,2010)。しかし，検索した範囲では立位























































































い た直径 10mm のディス ポ ーザブル 電極 (Blue 
Sensor P-00-S，Ambu社製 )を中心間距離2.5cm







表 1 各筋の筋電図導出部位 
 前脛骨筋 膝関節と足関節を結ぶ線の近位 1/3 の筋腹  
 腓腹筋内側頭 膝関節の下方で下腿正中線の内側 2cm の筋腹  
 腓腹筋外側頭 膝関節の下方で下腿正中線の外側 2cm の筋腹  
 後方回外筋群 内果後方の近位 4 横指  
 長腓骨筋 腓骨頭と外果を結ぶ線の近位 1/4  
 
3. 測定手順 








































図 1 運動課題 (A)母指球荷重，(B)小指球荷重 
 
4. EMG の処理 
得られたEMGは解析ソフト(BIMUTAS，キッセイ









統計処理は SPSS 16.0J for Windows を使用し，
3 回計測した%MVC の検者内信頼性を明らかに
するため級 内 相 関 係 数 (Intraclass correlation 
coefficients: ICC)(1,1)を算出した。また，%MVC





も低くてρ=0.612 であった（表 2）。 
















表 2 %MVC の ICC(95%CI) 
  母指球荷重 小指球荷重  
 前脛骨筋 0.665(0.326-0.891) 0.847(0.634-0.955)  
 腓腹筋内側頭 0.612(0.254-0.870) 0.895(0.737-0.970)  
 腓腹筋外側頭 0.854(0.649-0.957) 0.819(0.579-0.946)  
 後方回外筋群 0.842(0.625-0.953) 0.949(0.863-0.986)  
 長腓骨筋 0.935(0.830-0.982) 0.728(0.421-0.915)  
ICC: Intraclass correlation coefficient, CI: Confidence interval 
 
          
 
図 2 生波形の例 (A)母指球荷重と(B)小指球荷重で記録した各 5 秒間の下腿筋活動の例 
 
表 3 %MVC の平均値±標準偏差(%) 
  母指球荷重 小指球荷重  
 前脛骨筋 7.8± 6.7 5.2± 4.6*  
 腓腹筋内側頭 48.2±11.5 36.5±11.8*  
 腓腹筋外側頭 22.4± 9.7 18.7± 8.0*  
 後方回外筋群 25.8±20.8 20.8±14.7  
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の筋の ICC(1,1)が 0.61 より高く，再現性は十分と
考える(Landis et al.,1977)。 
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